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概要
規範的な日本語表現で構成される高品質な日本語

日常対話コーパスを構築した．本稿では，構築した
コーパスの概要とその構築方法を説明する．既存対
話コーパスとの比較分析により構築したコーパスの
特長を明らかにした上で，「規範的」という性質を
持つ言語資源の利点について述べる．

1 はじめに
昨今の対話システムは，出力内容に着目した総合

的な主観評価の上で着実な性能が改善がなされてい
る [1, 2, 3]．次におこなうべきは，その性能改善の
要因の理解や依然として残る技術的な課題の把握で
あるが，対話で用いられる言語表現は自由度が非常
に高いという性質を持つため（基本語彙以外の語の
出現や，基本語順からの逸脱は常である），一定の
基準や特定の正解を軸にした分析では，性能改善の
ための本質的な要因を特定することが困難である．
そこで我々は，新たに，基本語彙の使用と基本語

順の遵守を可能な限り優先した規範的な言語表現で
構成されている対話コーパス日本語日常対話コーパ
ス（Japanese Daily Dialogue）を構築した．1）本コー
パスに収録する収録する対話の作成や調整をすべて
人手でおこない，ノイズが非常に少なく計算機上で
の処理がしやすい，かつ，品質が十分に保証されて
いる信頼できる対話データを獲得した．規範的な対
話は，実際の対話データ（たとえば，音声対話の書
き起こしや SNS）が持つ人間のリアルな言語活動
の表出という特長を失うが，その代わり，ある種形
式的で簡潔な問題設定を対話の枠組みで実現して
いるといえる．規範的な対話を対象とした対話の意
味的・統語的言語理解に関する分析は，一般的な対
話，とりわけリアルな対話を対象とする場合に比べ
て，比較的容易に実行できる可能性がある．
本稿では，日本語日常対話コーパスの構築手順を
1） 2023年 3月公開予定．

表 1 対話データの例．トピック「旅行」．
A: おはようございます。高原の朝は冷えますね。
B: おはようございます。本当ですね。羽織るものが欲
しいです。

A: 朝食の前に散歩でもいかがですか？
B: 良いですね。どこを歩きましょうか？
A: 湖の周りを歩きましょう。林道の先に湖があるそう
ですよ。

B: それでは、湖を一周しましょう。
A: 一周するのにどのくらい時間がかかるでしょうか？
B: ロッジのオーナーに聞いてみましょう。

説明し，データの規模や特長を報告する．その上
で，本コーパスが有する規範的な性質の利点を，具
体的な事例とともに紹介する．

2 日本語日常対話コーパス
本稿で我々が構築する日本語日常対話コーパス
は，規範的な対話を収録した言語資源である．ここ
でいう規範的な対話とは，道徳的な内容かつ正しく
丁寧な表現で書き表されている対話のことを指す．
直感的には，初等から中等教育レベルの言語学習用
教材で用いられる表現に近い．くだけた表現が頻発
する実際の日常会話で使用するには不自然かもしれ
ないが，基礎的な語彙かつ基本的な語順を可能な限
り優先した言語表現である．
収録されている対話の例を表 1に示す．すべての
対話は話者 A，Bが交互に発話をする形式であり，
基本的には，対話単位でひとまとまりとなるように
対話の始まりと終わりが設計されている．1対話は
4発話以上，1発話は 1文以上で構成されている．日
本語日常対話コーパスの統計情報を表 2に示す．2）
本コーパスには，日本語の日常会話に馴染み深いと
考えられている 5つのトピックに関する対話が収録
されている．対話数は，1トピックあたり 1, 000以

2） トークン分割には，日本語形態素解析機 MeCabと日本語
形態素解析辞書 mecab-ipadic-NEologdを用いた．
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表 2 日本語日常対話コーパスの統計情報．
1対話あたり 1発話あたり

トピック 対話数 発話数 トークン数 語彙数 平均発話長 平均トークン長 平均トークン長
日常生活 1,070 8,462 131,879 7,585 7.91 123.25 15.58
学校 1,058 8,197 138,569 7,063 7.75 130.97 16.90
旅行 1,021 8,459 138,898 7,787 8.29 136.04 16.42
健康 1,061 8,344 137,691 6,990 7.86 129.77 16.50
娯楽 1,051 8,318 136,683 7,717 7.91 130.05 16.43

全体 5,261 41,780 683,720 19,384 7.94 129.96 16.36

表 3 表現の正規化による各値の変化．
発話数 トークン数 文字数 語彙数

正規化前 41,811 642,523 1,088,080 19,964
正規化後 41,780 683,720 1,153,394 19,384

(−0.1%) (+6.4%) (+6.0%) (−2.9%)

上，コーパス全体で 5, 261である．発話単位で計数
すると，41, 780発話である．1対話あたりの平均発
話長は，旅行トピックが他より若干大きい値だが，
全体として 8前後である．

3 構築手順
日本語日常対話コーパスの構築手順は以下の通

りである．これらすべての工程は，人間の作業者に
よっておこなわれた．各工程の詳細は後述する．

1. コーパスに含める対話のトピックの選定
2. 各トピックに関連する対話の作成
3. 倫理的または道徳的に不適切な表現の除去
4. 表記の正規化
トピックの選定 基礎的な日本語対話を広く収録

するためには，選定するトピックは，多くの日本語
話者が高度な専門知識を必要とせず容易に対話を展
開できるものであることが望ましい．本研究では，
基本的には英語日常対話コーパス DailyDialog [4]が
採用したトピックを参考にしつつ，日本語教育学分
野の日本語会話における話題の難易度分類 [5, 6]を
参照することで，日本語話者にとって馴染み深く日
本の文化的特性に調和するトピックを優先的に採
用するという方針をとり，最終的には，「日常生活」
「学校」「旅行」「健康」「娯楽」の 5つを採用した．
対話の作成 対話の作成は，日本語を母国語とす

る合計 59人の作業者によっておこなわれた．各作
業者は，与えられたトピックに関連する対話，すな
わち仮想の話者 A, Bによる一連の発話系列を作成
した．作業者には，可能な限り多くの一般的な語を
含めること，文法的に正しく丁寧な日本語表現を用

いることなどを指示した．作業の品質を担保するた
めに，対話作成者とは異なる 1人以上の作業者が，
作成された対話が与えられた指示を満たしているこ
と，および，対話として成立していることを確認し
た．作成された対話は，5, 454対話であった．
不適切な表現の除去 倫理的あるいは道徳的な問
題を含む対話や了解性の低い対話は，コーパスの規
範性および品質を損なう可能性がある．本研究で
は，国や報道機関が定める言語表現に関するガイド
ライン3）を参考に以下を「不適切な表現」と定義し，
該当する対話はコーパスに収録しないようにした．

• 差別や偏見を含む
• 特定の属性を誹謗中傷あるいは攻撃する
• 第三者に不利益を与えうる事実誤認がある
• 倫理的あるいは道徳的でない話題を扱う
• 意味不明な発話内容や会話展開を含む

具体的には，作成されたすべての対話について，上
述の項目に該当する可能性があるかを著者らが人手
で確認し，該当する場合は，対話全体あるいは問題
のある一部箇所を削除する，または，問題のある一
部箇所を適切な表現に書き改める作業をおこなっ
た．削除された対話の例を付録 A表 7, 8に示す．
表記の正規化 対話が規範的であるためには，文
法的および意味的に正しく一貫性のある表現で表記
されている必要がある．不適切な表現を除去し終え
たすべての対話について，合計 3人の校正者が校正
作業および校閲作業をおこなった．表記は，原則と
して記者ハンドブック [7]に従った．誤字脱字の修
正や用字の統一などの一般的な校正作業に加え，く
だけた話し言葉表現（略語や俗語，撥音便化など）
を丁寧な書き言葉表現に変換すること，文法的に適
切な文となるよう省略された語（助詞など）を補完

3）「公用文作成の考え方」について（https://www.bunka.go.

jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/93650001 01.

html，文化庁），NHK 放送ガイドライン 2020 改訂版
（https://www.nhk.or.jp/info/pr/bc-guideline/，日本放送
協会）など．
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表 4 各日本語対話コーパスの統計情報と特長．
トークン数 語彙数 1発話あたり 多様性 親密性 可読性

コーパス 発話数 𝑁 𝑉 平均トークン長 𝐶 𝑆𝐹 𝑆𝑅

JDailyDialogue 41,780 683,720 19,384 16.36 0.7348 5.74 ± 0.88 4.66 ± 0.08
Business Scene Dialogue 24,171 298,124 11,991 12.33 0.7451 5.78 ± 0.90 4.21 ± 0.19
JEmpatheticDialogues 80,000 1,211,366 24,506 15.14 0.7215 5.72 ± 0.84 4.56 ± 0.16
JPersonaChat 61,793 1,471,949 20,033 23.82 0.6974 5.73 ± 0.86 4.84 ± 0.12
Opensubtitles 3,170,155 19,997,429 150,606 6.31 0.7092 4.85 ± 1.32 3.78 ± 0.55
Twitter 3,157,896 39,832,298 364,955 12.61 0.7319 4.58 ± 1.40 2.88 ± 0.39

すること，対話内容に矛盾があれば指摘あるいは矛
盾を解消するよう修正することなど，本研究特有
の作業も依頼した．作業例を付録 Aの表 9に示す．
表 3に，校正者が正規化をする前と後の対話データ
の統計量を示す．正規化後は，用字用語の統一の効
果か語彙数が約 3%減少した一方，省略が補完され
たためかトークン数と文字数は約 6%増加した．

4 分析：コーパスの特長
既存コーパスとの比較により日本語日常対話コー

パスの特長を明らかにする．以下に設定の概要を示
す．詳細は著者らの過去論文 [8]を参照されたい．

4.1 設定
比較対象 比較対象として次の 5つのコーパスを

採用した: Business Scene Dialogue [9]， JPersonaChat，
JEmpatheticDialogues [10]，Opensubtitles [11]，Twitter
（長澤ら [12]の前処理を適用）．これらはすべて，日
本語日常対話コーパス同様，人によって書かれた雑
談対話を収録したコーパスである．
分析の観点と尺度 語彙的多様性，語彙親密性，

可読性の 3 つの観点で，コーパスの特長を分析し
た．語彙的多様性を測定する尺度として，Herdanの
𝐶 [13, 14]用いる．4）𝐶 の値は，総トークン数 𝑁 と語
彙数 𝑉 を用いて以下で算出される:

𝐶 = log𝑉 / log 𝑁 ． (1)

語彙親密性は，単語親密度データベース [16, 17]
を用いて，親密性スコア 𝑆𝐹 を以下の式で算出した:

𝑆𝐹 =
1
|D|

∑
𝑣∈D

𝑓 𝑎𝑚(𝑣) ． (2)

ここで， 𝑓 𝑎𝑚(·) は，データベースに存在する語
𝑣 ∈ Dについてその単語親密度を返す関数である．5）

4） 一般的によく利用される TTR (Type-Token Ratio) [15] は
データサイズ 𝑁 の影響を受けやすい．それを軽減するよう
に標準化された尺度が 𝐶 である．

5） 値の範囲は 1 ≤ 𝑆𝐹 ≤ 7であり，大きいほど親密性が高い．

図 1 コーパスサイズと語彙の Herdan’s Cの関係
可読性の算出には，日本語文章難易度判別システ
ム jReadability6）を用いた [18]．コーパスから無作為
に抽出した 100発話リーダビリティスコアの測定を
5回繰り返し，平均値を可読性スコア 𝑆𝑅 とした．

4.2 分析結果と考察
表 4に，各コーパスの基本的な統計情報と，各観
点についてそれぞれの尺度で算出した値を示す．
多様性 日本語日常対話コーパスの語彙的多様性

を表す 𝐶 の値は，Business Scene Dialogueに次いで，
2番目に大きい値であった．図 1の曲線は，各コー
パスの 𝑥 % (0 ≤ 𝑥 ≤ 100) に該当する数の発話で算出
された 𝐶の値の変化を表す．日本語日常対話コーパ
スは，𝑥 の増加に伴う 𝐶 の減少が小さいことから，
多様な語彙が豊富に含まれていることがわかる．
親密性 日本語日常対話コーパスの親密性スコ
ア 𝑆𝐹 は，Business Scene Dialogueに次いで 2番目に
大きい値であった．7）なお，JEmpatheticDialogues や
JPersonaChatも，ほぼ同程度の値であった．スコア
𝑆𝐹 の最大値が 7.0であることから，これらのコーパ
スが示した 5.7～8という値は十分に高いものといえ
る．したがって，日本語日常対話コーパスを含むこ
れらのコーパスには，日本語話者にとって馴染み深
い一般的な表現が多数含まれていることがわかる．
可読性 日本語日常対話コーパスの可読性スコ

ア 𝑆𝑅 は，JPersonaChatに次いで 2番目に大きい値で
6） https://jreadability.net/．
7） 付録 Bに，語彙親密度の頻度分布を示す．
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表 5 各コーパスの語彙のうち，既存資源の語彙でカバーされる語の割合（%）．なお，言語モデル (*)については，いず
れも語彙の分割単位が異なること（コーパスは単語単位，言語モデルはサブワード単位）に注意が必要である．

コーパス NTT語彙 DB 教育基本語彙 fastText BERT* GPT-NeoX*

JDailyDialogue 64.05 42.00 82.04 39.27 30.56
Business Scene Dialogue 65.68 46.30 87.95 49.86 38.36
JEmpatheticDialogues 62.56 38.11 84.15 33.54 27.96
JPersonaChat 60.49 37.47 84.70 35.17 29.85
Opensubtitles 29.79 10.25 66.88 12.05 10.04
Twitter 16.67 4.44 50.16 5.56 4.95

表 6 各コーパスに含まれる差別語・不快語と出現頻度．
コーパス 種類数 出現頻度
JDailyDialogue 4 / 170 9 (0.001%)
Business Scene Dialogue 2 / 170 3 (0.001%)
JEmpatheticDialogues 19 / 170 72 (0.006%)
JPersonaChat 15 / 170 112 (0.008%)
Opensubtitles 77 / 170 3,962 (0.020%)
Twitter 80 / 170 17,814 (0.045%)

あった．これらのコーパスには，多くの人にとって
読解しやすい比較的平易な表現で記述された対話
が，数多く含まれていることがわかる．
総評 以上より，日本語日常対話コーパスは，既

存コーパスに匹敵するまたは上回る語彙的多様性，
親密性，可読性をバランスよく兼ね備えていること
がわかる．一般的で馴染み深い多様な語彙を豊富に
含み，正しい日本語表現で記述された平易で読みや
すい対話が収録されていることがわかる．

5 議論
5.1 規範的であることの利点
既存資源の活用 表 5は，各コーパスの語彙のう

ち，既存資源（辞書 [17, 19]，単語ベクトル [20]，言
語モデル8）9））の語彙に登録されている語，つまり，
既存資源で分析可能な語彙の割合を示す．10）日本語
日常対話コーパスは，いずれの資源においてもこの
値が比較的大きい．一貫して正しく表記された語彙
を多く含む日本語日常対話コーパスは，その規範的
な性質ゆえに未知語が生じにくく，比較的，既存資
源を活用しやすいデータであるといえる．
低攻撃性 表 6は，記者ハンドブック [7]に「差

別語・不快語」として掲載されている 170語のが，
各コーパスにどの程度含まれているかとその出現頻

8） https://huggingface.co/abeja/gpt-neox-japanese-2.7b

9） https://huggingface.co/cl-tohoku/

bert-base-japanese-v2

10） 登録されていない語は，未知語として扱われる．

度を示す．11）日本語日常対話コーパスは，語彙に含
まれている差別語・不快語の種類数，それらのコー
パス全体における出現頻度ともに小さい値であっ
た．構築時に非倫理的あるいは非道徳的な表現を積
極的に排除していることもあり，日本語日常対話
コーパスには攻撃的な表現がほとんど出現しない．

5.2 他言語対話コーパスとの関係
国内外の雑談対話研究において，DailyDialog [4]，

Persona-Chat[21]，EmpatheticDialogues[22]は近年のデ
ファクトスタンダードといえるデータセットであ
る．我々が構築した日本語日常対話コーパスは，教
材的（規範的）な表現で書かれたマルチターンの高
品質な日常対話という特長を持つ DailyDialogの日
本語版と見做すこともできる．杉山ら [10] が公開
している JPersona-Chat，JEmpatheticDialoguesと合わ
せると，日本語日常対話コーパスの公開によってデ
ファクトスタンダードの日本語版対話データが揃っ
たことになり，日本語を含む言語横断的な対話研研
究のため土台が整備されたといえる．

6 おわりに
規範的な日本語表現で構成される高品質な日本語
日常対話コーパスを構築し，その概要と構築手順を
紹介した．既存対話コーパスとの比較分析により，
構築したコーパスは，既存のものに匹敵するまたは
上回る語彙的多様性，親密性，可読性をバランスよ
く兼ね備えていることを確認した．将来的には，基
礎解析系アノテーションの追加や対訳データ化など
補完的な新しいデータセットの構築も視野に入れた
いが，まずは，高品質な日本語対話データとして公
開された日本語日常対話コーパスを多くの方に利用
していただけたらうれしい．

11） 付録 Cに，コーパスに含まれる差別語・不快語を示す．
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A 中間データ
日本語日常対話コーパスを構築する過程で生成さ

れたデータの例を示す．表 7, 8は，工程 3「倫理的
または道徳的に不適切な表現の除去」で除去した対
話，表 9は，工程 4「表記の正規化」で校正者がお
こなった修正の例である．
表 7 倫理的あるいは道徳的に不適切な表現を含むとして
削除された対話の例．トピックは「学校」．
A: 野木先生、昔と今では子供たちも変わってきていますか。
B: そうです。今の子はみんな真面目になっています。
A: 昔の子は不真面目だということですか？
B: 昔は先生の言うことを聞かない子が多かったので、授業は
大変でした。

A: 反抗的な子は確かに今はいません。
B: しかし、静かなだけで何も聞いていない子もいるようです。
A: 昔は話を聞いていない子はすぐわかりましたが、今はその
ようなわけにはいきません。

B: 今の方が大変なのかもしれません。

表 8 倫理的あるいは道徳的に不適切な表現を含むとし
て，一部が削除された対話の例．打ち消し線の部分が除
外された箇所．トピックは「娯楽」．
A: 今日はバレンタインデーです。チョコは何個もらえるで
しょうか。

B: 100個はもらえると思います。
A: 本当ですか？
B: 冗談です。
A: 本当は何個くらいもらえる予定ですか？
B: 2個くらいだと思います。
A: 2個でももらえれば良いですね。
B: 可愛い子からだと嬉しいです。

表 9 表記の正規化の例．校正者が削除した表現を打ち消
し線，追加した表現を太字で示す．トピックは「学校」．
A: 今週最後の授業が、やっと ようやく 終わりました。明日
は、待ちに待った土曜日です。

B: 今週も大変でしたね。中丸さんは何が一番大変でしたか?
A: 私は一昨日おとといの体育のマラソン授業で行った長距
離走がとても大変でした。安藤さんは、どうですかいかが
でしたか？

B: 私は、今週はそこまで大変ではありませんでした。代わり
に来週の小テストが怖いです。ところで、この後、何か食
べに行きませんか?

A: 行きましょう。最近美味しいおいしいスイーツのお店を
知ったので、そのお店に行ってみましょう。

B: 良いですね。とても楽しみです。
【校正者コメント】マラソン = 42.195キロメートル。体育の授
業でマラソンをすることは実際にはないかと思い、「ジョギン
グ」に変更しました。「長距離走」などに変更してもいいかもし
れません。

B 語彙親密度の頻度分布
各コーパスについて，語彙親密度の頻度分布を
図 2に示す．値が大きいほど親密度が高い．

図 2 対話データに含まれる語彙親密度の頻度分布．

C 差別語・不快語の例
本研究で用いた差別語・不快語リストの中
で，各コーパスに含まれていた語を以下に示す．
Opensubtitlesと Twitterは語数が多いため割愛する．

• JDailyDialogue:
{坊主,めくら,不治の病,床屋 }

• Business Scene Dialogue:
{やばい,あんま }

• JEmpatheticDialogues:
{ジプシー,肌色,外人,おし,アル中,盲目的,色
盲,やばい,名門,スケバン,あんま,片親,連れ子,
裸族,坊主,デカ,精神病院,床屋,浮浪者 }

• JPersonaChat:
{町医者,あんま,サツ,ジプシー,肌色,片親,ス
キンヘッド,外人,おし,デカ,坊主,やばい,床屋,
片田舎,浮浪者 }
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